
（別紙３）

～ R7年　12月　19日

（対象者数） 54 （回答者数） 44

～ R7年　12月　19日

（対象者数） 17 （回答者数） 17

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

地域の研修に参加したり、外部の講師によるコンサルテー
ション等受け、関係機関ともしっかり情報共有しながら支援
を進めていけるよう努めていきます。

2

職員同士、また保護者との連携を図りながら、環境面の検
討、安全安心への意識作りを向上できるように努めていきま
す。

3

相談が気軽にできる関係性の構築に努めていきます。相談が
できる機会を増やして、保護者の思いをお聞きしながら、安
心して子育てしていけるよう努めていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流については、保護
者のご意向を伺いながら検討していきます。
保育園等とも連携を行いながら、交流できる機会を検討して
いきます。

2

地域全体の支援の質を向上するための取り組みについて、職
員全体で意見交換し検討を重ねていきます。
地域支援を行える人材の育成に努めます。

3

併行利用先の施設と連携のための仕組みづくりを検討しま
す。

○事業所名 子ども発達支援センターからふる

○保護者評価実施期間 R7年１２月　5日

○保護者評価有効回答数

R7年１２月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年2月1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

併行利用先の施設と連携が十分できていません。 必要な情報は共有できていますが、連携のための仕組みがきち
んとできていない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流やその他地域で他の
子どもたちと活動する機会が持てていません。

子どもたちの特性に合わせた交流の場が持ちにくいため。

児童発達支援センターとして、地域全体の支援の質の向上に努
めることがまだできていません。

職員一人ひとりが日々の療育のみに向き合い、地域支援に目を
向けられていなかったため。
地域への支援を行なえる職員が少ない。

職員が連携して子どもの発達特性に応じた柔軟な支援を提供し
ています。

子どもの発達特性を把握し、楽しく取り組めるプログラムや、
わかりやすい支援方法を行っています。クラス担任だけでな
く、園全体で子どもの状況等を情報共有できるように努めてい
ます。事業所内で研修を行ったり、外部講師を招いて職員一人
ひとりが質の向上ができるよう努めています。

安全・危機管理に対する意識を高く持ち支援を行っています。 毎月の避難訓練をはじめ、虐待防止委員会、感染対策委員会な
ど各委員会を設置し、担当職員で話し合い、各職員に共有を
行っています。事故、ヒヤリハット等安全・危機管理に対する
意識を高め、子どもにも保護者にも安心して過ごしてもらうよ
う努めています。

保護者への支援を丁寧に行い、必要な情報提供を行っていま
す。

子どもたちの日々の様子を丁寧に伝えたり、保護者からの悩み
や相談等に対して速やかに対応し、助言等行うように努めてい
ます。年６回の保護者説明会を開催して、保護者同士の交流の
場を設定し、交流できる機会を設けています。就学説明会や学
校見学など企画し、安心して就学が迎えられるようにしていき
ます。

事業所における自己評価総括表公表


